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男
女
計

（＋10）
（＋２）
（＋12）

1,200
1,169
2,369

世帯数 （＋18）1,262
※（　）内は前月比

　天塩川とサロベツ川の合流地付

近を、歩いていた時のことです。

捕まえたサクラマスを持って、オ

ジロワシ（国の天然記念物）が飛

んで来ました。向かった先は、音

類（浜里）の砂丘林にある巣です。

　夫婦は、巣でヒナの世話と留守

番役、狩りと餌運び役を交代で行

います。5月初めに孵化したヒナは、

1ヶ月ほど経ったので、カラスくらいの大きさになっています。ヒナが巣立つのは来月ですが、子育

ては夏が終わるまで続きます。
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No.3

「大漁　巣へと向かうオジロワシ」
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雪
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ふ
う
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待
望
の
第
二
子
、楓
花
で
す
。

毎
日
、
大
好
き
な
お
姉
ち
ゃ

ん
を
追
い
か
け
て
、
ハ
イ
ハ
イ

の
練
習
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
食
べ
て
、
た
く
さ

ん
笑
っ
て
、
元
気
に
す
く
す
く

育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
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き
な
食
べ
物
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り
ん

ご
と
バ
ナ
ナ
。
い
っ
ぱ
い
遊

ん
で
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、
元

気
で
強
い
子
に
な
っ
て
ね
。
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わ
が
家
の
第
三
子
流
寧
で

す
。

　
ず
り
這
い
が
大
好
き
で
お

兄
ち
ゃ
ん
お
姉
ち
ゃ
ん
の
後

を
追
っ
て
遊
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
す
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す
く
育
っ

て
ね
♪
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ん
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